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R3年６月着任
アクティビティ開発コーディネータとして採用される

【今年度の活動は主に３つ】
・観光アクティビティとして

・農業経営活動のアクティビティとして

・福祉教育のアクティビティとして



①観光アクティビティ開発として

• 萱野高原、イベント会場（もみじ湖）、

キャンプ場を外部で管理や集客をしてもらう場合に伴う金額を、
キャンプメーカーに見積もり依頼をする。
（管理が難しくなった場合のために。駒ヶ根、諏訪等すでに実施）

• 都内から子ども達を連れてきて体験型イベントキャンプか温泉
施設活用をした場合の見積もりをバス会社にお願いしてみる。

（都内の塾や学童むけの宣伝として３０名を想定）



・「中央道箕輪」という高速バス
停から街中への案内と街中までの
距離距離と手段の掲示が欲しいと
思い、高速バスに掲載可能か伊那
バスさんに確認。

案内図を作成依頼。バス停に掲示。

外国人のために英語表記も記載。

前地域おこし協力隊の五十嵐さんデザイン作成。



観光として：もみじ湖ボランティア参加

• もみじ湖に多くの方がいらして感動して写真を撮っていく姿と

紅葉の綺麗さに圧倒され感激しました。

電話がかかってくる中電波が届かない場所なので、なかなかボラ
ンティアには入れませんが、課題点、改善点、整備の仕方など

実際に体験することができた。



もみじ de 葉っぱビジネス？

何か整備費として募金活動（募金してくれた方

に記念品を渡す）。またはふるさと納税で

景観の管理の寄附等できないか、密かに思案中。

【もみじ商品を検索し、加工ができないか加工業者を調べる】

・「ルテインやアントシアニン」が入っている、妊婦さんや体に

良いノンカフェインお茶がある。

・都内の高級料亭用の飾り：じゃらんの『ブランド』として、

もみじの葉・苗木・枝を売り出せないか？などを模索中。

「里山ビジネス」。



②農業の経営活動アクティビティとして

花農家さんへ：１日の流れを体験させて
いただくことで、営農移住について勉強
させてもらいました。「稼ぐ農業」とは
考えさせられるコストと収益の計算など、
大変勉強になりました。

７０代、８０代の方が集まって始めたワイン用
ぶどう栽培試験場。18年、３００本が植っています。
剪定のお手伝いをさせていただきました。
会員になり、1年の流れを学びたいと思います。
【天龍川ワインバレー】に乗れるような活動へ。

色々な農家さんにお会いしお邪魔させていただきました。 ぶどう畑

⇨農業を勉強したい人と農家さんを移住定住支援につなげたい。



参考 10年後を見据えた対策
バックキャスティングの視点から

参考：箕輪町6年前データ↓

上伊那人口 65歳以上 20歳未満

2015年 184,305人 54,360人 25,118人
2030年 167,880人 56,116人 19,067人

2015 年は国勢調査、
2020 年以降は社人研準拠
推計及び市町村人口ビジョン
(地方創生総合戦略) より

2021年10月1日現在
人口箕輪町 24,684人

箕輪町65歳以上：男性3275人・女性4096人
20歳未満：男性2320人・女性2137人



上伊那の耕作放棄地と就農の関係 ２０１０と２０１５年

就農者（新規・UIターン）がH 22-H27年に１４８人いるため、経営耕地は増加している事も
あり、耕作放棄地は増加しているが耕作放棄地率は減少している。

2020（R2)年の耕作放棄地のデータはないが、H28-R3年に法人含め新規就農者が１５７人に
なっている。そのため、2021年現在の耕作放棄地率は、あまり変わってないと言える。
ただし、今後、団塊の世代が急速に農地を手放す可能性がある。

法人やUIターンだけでなく、引き継ぐ就農の人材確保も迅速に行う必要がある。

※サッカーコート１面2160m2、東京ドーム14,168m2

資料提供：
上伊那農業農村支援センター

参考



新たな後継者の可能性

作物を

育てる

成功体験

収穫できる
自信につなが

る

やり抜く力

新規営農
良い循環

【新たな農業後継者として】
・ジョブ訓練を受けた障がい者
・障がいを持つ子の親
・母子家庭
・発達障がい者の就農準備

離農者や高齢化に伴い
農地では人手が必要であり、
また生活保護者・非課税世帯を
増やさない仕組みが急務。

社会のつなげ役が必要
副業だとしても
就農ができる
可能性があり、
年収百万円でも生活は変
わる。

参考

移住定住だけでなく町内でも。



③福祉・教育においてのアクティビティ

• 社協さんとのご縁から

「子ども達の状況」を伺う

• 子ども食堂フジヤで

学習支援・進路相談

・不登校支援

中間教室でのお手伝い

中退したが社会人の学び直し

高校卒業認定を取るお手伝い。

コロナで勉強についていけない

子のフォロー

⇨補助金申請のお手伝いや学習支援・運営会議に参加

⇨福祉の高齢者対応、ひとり親の不登校支援場所の見学
→コロナの関係もあり、貧困が増えたり勉強の遅れ

⇨お手伝いとして子ども達と関わる。

⇨補修で英語を教える。



学校へ行きづらい
お子さんの為の
進路相談 不登校対策• 保育園バック作成イベント

入園準備で作ってあげたいけど作り方教えて！
という声に 残念ながら蔓延防止で中止



来年度の活動希望：
今年度はコロナで観光や子ども達・世代間イベントがほぼ難しい状態でした💦

• 来年度は不登校の子達と畑へいき、世代間交流や農家さんの働く現場を見せて

あげたい、育てる楽しみなどを紹介していきたい。

・教育や福祉への関わりを今年度継続。不登校支援

園芸療法（信大と）。

・コロナが落ち着いたら、東京の子ども達を連れてくるような活動。

・もみじ湖において支出だけでなく町にとって収入も見込めるような活動

を何か。



ご清聴ありがとうございました。


